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⑤施設の特徴的な取り組み

⑥第三者評価の受審状況

⑦総評

◇改善が求められる点

⑧第三者評価結果に対する施設のコメント

①敷地内に併設している児童館で、児童館・児童放課後クラブ事業を実施し、地域の子どもや保護
者、ボランティアが日常的に訪れている。
②法人は、保育所や障害児・者福祉事業を行っており、子育てに関して、複数の相談窓口を設けて
いる。
③障害を持つ子どもたちの支援については、障害福祉部門の職員の支援を得ている。

今回、第三者評価の受審によって評価いただいた結果により、施設運営、支援体制、支援内容等の
様々な改善点が明確に表されたことがよかったと感じています。施設の状況や環境により早期改善
の困難な点もありますが、もう一度各項目を見直し、優先順位を考えながら改善、変更し質の向上
に努めていきたいと思います。

◇特に評価が高い点

平成２５年１２月前回の受審時期

①児童館や児童放課後クラブ事業を施設との同一敷地内で実施していることから、地域の子どもや
保護者、ボランティアが日常的に訪問しており、施設の子どもたちとの交流が日常的に行われてい
る。
②夏まつりや餅つきなどの施設行事についてポスターを作成し、地域住民に案内し交流を図ってい
る。児童家庭支援センターや児童館と連携して、研修会やふれあいイベントの開催や相談業務の実
施、施設設備を地域の子育て支援活動に提供する等、地域貢献活動に取り組んでいる。
③幼児期、学童期（小学生）、青年期（中学生・高校生）の対象年齢ごとの支援内容を明文化して
おり、「法人内職員の勤務のあり方」を作成し、言葉遣いや服装等の注意点、子どもや家族の接し
方を明文化し、全職員に配付し職員会等で周知している。

①行事以外の事業計画が、子どもや保護者へ周知されていない。事業計画は、職員や役員だけを対
象とするものではなく、子どもや保護者、地域住民に施設の事業や活動を理解してもらう役割があ
るので、事業計画の内容を検討し、事業計画の中で、子どもや保護者へ伝えるべきことを検討し
て、周知することを期待したい。

評価実施期間（イ）評価結果確定日

受審回数

平成２９年１１月

平成３０年　３月

３回

評価実施期間（ア）契約日（開始日）



共通評価基準（45項目）Ⅰ　養育・支援の基本方針と組織　

１　理念・基本方針

（１）理念、基本方針が確立・周知されている。
第三者
評価結果 コメント

①
1　理念、基本方針が明文化され周知
が図られている。

a

理念や基本方針は、年間計画概要、ホームページ、機関
紙「恵愛」等に掲載している。職員には、年間計画概要を
配付し、年度当初に会議で説明している。こどもや保護者
に対しては、子どもの入所時等においてパンフレット等を
用いて説明している。

２　経営状況の把握

（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。
第三者
評価結果 コメント

①
2　施設経営をとりまく環境と経営状
況が的確に把握・分析されている。

b

全国児童養護施設協議会からの情報、外部研修や関係
機関との会議等への参加により、施設経営を取り巻く環境
や動向を把握している。法人・施設が位置する地域での特
徴・変化等の経営環境や課題を把握や養育・支援のコスト
分析など、より具体的な経営課題の分析・検討を期待した
い。

②
3　経営課題を明確にし、具体的な取
組を進めている。

b

各種職員会議や月1回開催の法人連絡会などで経営課題
を協議して、話し合いを行っている。運営計画、決算報告、
今後の小規模化に向けての課題等は理事会、評議員会で
協議し、職員会や学園会等で周知している。

３　事業計画の策定
第三者
評価結果 コメント

①
4　中・長期的なビジョンを明確にし
た計画が策定されている。

b

家庭的養護推進計画を立案し、平成４１年度までの小規
模化に向けた具体的取組計画を策定している。平成２９年
８月に策定された「新しい社会的養育ビジョン」に伴う変更
について、今後検討することになっているので、具体的な
取り組みを期待したい。

②
5　中・長期計画を踏まえた単年度の
計画が策定されている。

b

中長期計画をもとに、毎年の事業内容を検討し、事業計画
を策定している。子どもたちや保護者、地域住民に周知す
べき事項など、事業計画に掲載すべき内容を検討すること
を期待したい。

自己評価結果表（児童養護施設）

（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。



①
6　事業計画の策定と実施状況の把握
や評価・見直しが組織的に行われ、職
員が理解している。

b

年度末に職員会等で職員の意見を聞き、事業計画を策定
し、職員会等で職員に説明している。事業計画の実施状況
を年度中定期的に把握するなど、あらかじめ定められた時
期、手順に基づいて評価する取り組みを期待したい。

②
7　事業計画は、子どもや保護者等に
周知され、理解を促している。

c

入所時や毎月の案内時に、行事等を説明している。事業
計画の策定に当たり、子どもや保護者に向けた内容を検
討し、事業計画全体ではなく、子どもたちや保護者に伝え
る必要のある内容を周知することを期待したい。

４　養育・支援の質の向上への組織的・計画的な取組
第三者
評価結果 コメント

①
8　養育・支援の質の向上に向けた取
組が組織的に行われ、機能している。

b

各ホーム(ユニット)ごとの支援体制やケースの見直し等
は、ホーム会(ユニットごとの職員会)、学園会(施設全体の
職員会)等で、定期的に行っている。第三者評価を３年度
に一度受審して、毎年自己評価を行っている。サービスの
質の向上を図るため、評価結果を分析・検討する場が施
設としての位置付けを明確にして取り組むことを期待した
い。

②
9　評価結果にもとづき施設として取
り組むべき課題を明確にし、計画的な
改善策を実施している。

b

評価結果を基に、会議で優先順位を検討し、各種マニュア
ル等を毎年見直して修正する等の改善に取り組んでいる。
現在、行っている評価・分析の取り組みの仕組みを明確化
することを期待したい。

Ⅱ　施設の運営管理

１　施設長の責任とリーダーシップ
第三者
評価結果 コメント

①
10　施設長は、自らの役割と責任を職
員に対して表明し理解を図っている。

b

職務分掌に、施設長の役割を明記しており、職員会議で伝
えている。平成２９年８月に策定された「社会的養育ビジョ
ン」を踏まえ、法人としての考え方を、学園会などで職員に
伝えている。機関紙に、児童養護施設の役割について、自
らの考えを掲載している。

②
11　遵守すべき法令等を正しく理解す
るための取組を行っている。

b

取引については、経理規程に定めており、経理規程に基
づいて対応している。施設長は、各種研修会に参加し、法
令遵守に取り組んでいる。遵守すべき法令のリスト化や職
員への周知など、法令順守のためのより具体的な取り組
みを期待したい。

（１）　施設長の責任が明確にされている。

（２）　事業計画が適切に策定されている。

（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。



①
12　養育・支援の質の向上に意欲をも
ちその取組に指導力を発揮している。

b

施設内の各種会議等への参加、主任や専門職員、ホーム
リーダーと話し合い、現状の課題の把握と改善策を検討し
ている。県内外の施設長会議に参加し、児童養護の現状
の把握など、自己研鑽に努めている。法人の児童福祉部
門と障害福祉部門の部門ごとに各種委員会を設置してお
り、児童福祉部門では、人材育成委員会、保健給食委員
会、危機管理委員会、環境衛生委員会、広報委員会を設
置し、児童福祉部門の職員が参加し、養育・支援の質の向
上に努めている。

②
13　経営の改善や業務の実行性を高め
る取組に指導力を発揮している。

b

子どもの人数に応じて次年度必要な職員数と経費のバラ
ンスを検討しており、人事は、理事長が決定している。新し
い社会的養育ビジョンなどの経営課題を会議等で職員に
周知している。

２　福祉人材の確保・育成
第三者
評価結果 コメント

①
14　必要な福祉人材の確保・定着等に
関する具体的な計画が確立し、取組が
実施されている。

b

「法人職員の勤務のあり方」を作成し、福祉に携わる職
員の持つ考え方や価値観などを伝えている。人材育成は
人材育成委員会を中心に研修会を開催している。ハロー
ワークや大学等への求人募集、法人ホームページに採用
情報の掲載、求人広告の掲載、大学へ訪問活動、香川県
福祉人材センターなどの職場説明会に積極的に参加する
等、人材確保に努めているが、必要な人材の確保が難し
い状況にある。

②
15　総合的な人事管理が行われてい
る。

b

「法人内職員の勤務のあり方」を作成し、言葉遣いや服
装等の注意点、子どもや家族の接し方を明文化し、「期待
する職員像等」を明確にしている。昇給については、給与
規程を定めている。職員との個人面接を実施し、全職員が
年度末に理事長へ自己評価、意見要望等を文書で提出
し、改善策を検討している。人事評価については、職員自
身による自己評価が行われているが、人事考課の実施を
期待したい。

①
16　職員の就業状況や意向を把握し、
働きやすい職場づくりに取り組んでい
る。

b

施設負担で、職員の健康診断やインフルエンザの予防接
種を行っている。施設長が職員との個別面談を定期的に
行っており、職員の意見を取り入れ、誕生日休暇を設け
た。職員就業状況の把握や福利厚生の充実など、職員が
働き続けられるための取り組みを期待したい。

（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

（２）　施設長のリーダーシップが発揮されている。

（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。



①
17　職員一人ひとりの育成に向けた取
組を行っている。

b

「法人内職員の勤務のあり方」を作成し、言葉遣いや服
装等の注意点、子どもや家族の接し方を明文化し、「期待
する職員像等」を明確にしている。定期的な個別面談や
日々の業務の中での相談などに応じている。職員との個
人面接を実施し、全職員が年度末に理事長へ自己評価、
意見要望等を文書で提出している。目標項目、目標水準、
目標期限を明確にした職員一人ひとりの目標管理のため
の仕組みの構築を期待したい。

②
18　職員の教育・研修に関する基本方
針や計画が策定され、教育・研修が実
施されている。

a

「法人内職員の勤務のあり方」を作成し、言葉遣いや服
装等の注意点、子どもや家族の接し方を明文化し、「期待
する職員像等」を明確にしている。法人の児童養護施設、
保育所、児童館等の児童福祉部門の職員で構成する人材
育成委員会が毎年研修内容を検討している。

③
19　職員一人ひとりの教育・研修の機
会が確保されている。

b

職員個々の専門資格の取得状況は、法人本部で把握して
いる。研修は、法人の児童養護施設、保育所、児童館等
の児童福祉部門の職員で構成する人材育成委員会が中
心になって、園内研修、新人研修、グループ研修を実施し
ている。平成２８年度は、「施設職員として」、「子どもの
性」、「感染症の知識」等をテーマにして、研修を行った。外
部研修の情報を職員に周知し、職員の希望を考慮して参
加者を決定している。

①
20　実習生等の養育・支援に関わる専
門職の教育・育成について体制を整備
し、積極的な取組をしている。

a

「実習の手引き」を作成し、実習生受け入れ手順、目的、
実習の留意点を明文化している。社会福祉士と保育士の
実習プログラムを作成し、実習生には、「実習のしおり」を
配付している。実習については、実習前や期間中などに学
校と情報交換を行っている。

３　運営の透明性の確保
第三者
評価結果 コメント

①
21　運営の透明性を確保するための情
報公開が行われている。

a

ホームページ等に法人の理念、基本方針、支援内容、事
業報告などを掲載している。第三者評価の評価結果は、
香川県と全国社会福祉協議会のホームページで公開して
いる。広報紙を年１回発行している。

②
22　公正かつ透明性の高い適正な経
営・運営のための取組が行われてい
る。

b

運営規程・経理規程を定め、事務、経理、取引のルールを
明確にしており、職務分掌で責任者を定めている。社会保
険労務士や司法書士からアドバイスを受け、月次監査を
実施している。

（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。

（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

（４）　実習生等の養育・支援に関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。



４　地域との交流、地域貢献
第三者
評価結果 コメント

①
23　子どもと地域との交流を広げるた
めの取組を行っている。

a

子ども会や清掃活動、地域の防災フェスティバルなどの地
域活動に参加をしており、職員やボランティアも参加し支
援している。併設している児童館に、地域のこどもをはじめ
多くの人が訪れており、学校の友人が訪問することも多く、
食堂や児童館で交流している。

②
24　ボランティア等の受入れに対する
基本姿勢を明確にし体制を確立してい
る。

b

ボランティア受け入れマニュアルを作成し、受け入れ手順
を明確にしている。ボランティア対しては、可能な限り見学
に来てもらうようにして、説明を行っている。職員が学校評
議員の役員等を引き受けるなど学校教育に協力している。
学校教育への協力について、基本的な姿勢を明文化する
ことを期待したい。

①
25　施設として必要な社会資源を明確
にし、関係機関等との連携が適切に行
われている。

b

地域の関係団体のリストを作成し、連絡用ファイルに保存
し、毎日の連絡会等で情報の共有を図っている。児童相談
所や学校との連絡会、地域の要保護児童対策地域協議
会への参加など、関係機関との連携に取り組んでいる。

①
26　施設が有する機能を地域に還元し
ている。

b

夏まつりや餅つきなどの施設行事についてポスターを作成
して地域住民に案内し、交流を図っている。地元自治会と
災害時の連携協定を結んでいる。児童家庭支援センター
や児童館と連携して、研修会やふれあいイベントの開催や
相談業務を行っている。

②
27　地域の福祉ニーズにもとづく公益
的な事業・活動が行われている。

b

併設している「児童家庭支援センターけいあい」や法人が
行政から受託している「相談支援センター白鳥」で、子育て
や福祉サービスについて相談業務を行っている。相談の
中で必要があれば、法人が行っているショートステイ等を
活用し、支援を行っている。要保護児童対策協議会、学校
や地域の子ども支援センター等との連絡会を通して、具体
的な福祉ニーズの把握に努めている。併設する児童館と
連携して、高齢者等の地域住民等との交流等の地域貢献
活動を行っている。

Ⅲ　適切な養育・支援の実施

１　子ども本位の養育・支援

（１）　子どもを尊重する姿勢が明示されている。
第三者
評価結果 コメント

①
28　子どもを尊重した養育・支援の実
施について共通の理解をもつための取
組を行っている。

a

幼児期、学童期（小学生）、青年期（中学生・高校生）の対
象年齢ごとの支援内容を明文化しており、「法人職員の勤
務のあり方」には、児童憲章・全国児童養護施設倫理要領
を掲載しており、全職員に配付し職員会等で周知してい
る。子どもの尊重、プライバシーの保護や権利擁護につい
ては、外部講師を招いたり、職員会等で勉強会を開催し、
日々の支援が権利擁護に配慮されたものかを職員会で検
討している。

（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

（２）　関係機関との連携が確保されている。

（１）　地域との関係が適切に確保されている。



②
29　子どものプライバシー保護等の権
利擁護に配慮した養育・支援の実施が
行われている。

b

プライバシー保護については、注意事項を文書化してい
る。虐待防止については、虐待対応マニュアルを作成し、
不適切な事案が生じた場合の対応方法を明確化してい
る。施設内虐待防止チェックリストを活用するとともに、研
修を実施している。子どもへは、「話そう会」等でプライバ
シーについて説明している。プライバシー保護について、
マニュアルの作成を期待したい。

①
30　子どもや保護者等に対して養育・
支援の利用に必要な情報を積極的に提
供している。

b

子どもや保護者に対しては、施設パンフレットや広報紙等
で説明しており、見学の希望に対応している。子どもや保
護者に対して、提供する情報の内容や説明資料の見直し
の検討を定期的に行うことを期待したい。

②
31　養育・支援の開始・過程において
子どもや保護者等にわかりやすく説明
している。

b

入所の際には、施設の暮らしのイメージを抱けるよう施設
の基本的な情報を提供し、児童相談所と保護者、本人の
同意を得ている。入所前や入所時には、受入担当職員か
ら丁寧に説明を行い、入所の同意書や写真等の掲載につ
いての同意、予防接種の同意などについて、同意書を提
出してもらっている。子どもや保護者等がわかりやすいよう
に工夫した資料の作成を期待したい。

③
32　措置変更や地域・家庭への移行等
にあたり養育・支援の継続性に配慮し
た対応を行っている。

b

家庭引取りの際は、外出や外泊を重ね、課題等を修正し
ながらできるだけスムーズに移行できるよう配慮している。
子どもや保護者には、アフター担当職員や支援担当であっ
た職員が退所後も相談窓口であることを説明している。子
どもや保護者等に対して、説明している内容を記載した文
書を交付することを期待したい。

（３）　子どもの満足の向上に努めている。

①
33　子どもの満足の向上を目的とする
仕組みを整備し、取組を行っている。

b

定期的に子どもたちと「話そう会」を開催し、子どもの希望
や要望を把握している。「話そう会」等の結果や子どもたち
の希望・要望などは、ホーム（ユニット）を中心に改善策を
検討している。食事にかかる嗜好調査を実施しているが、
定期的に子どもの満足度に関する調査を実施し、把握した
結果を分析・検討する取り組みを期待したい。

①
34　苦情解決の仕組みが確立してお
り、周知・機能している。

b

法人全体で意見希望対応委員会を設置し、法人本部に苦
情の受付窓口を設置するなど、苦情解決の仕組みを整備
している。苦情の検討内容は、当事者に説明し、件数・概
要等はホームページ等で公表している。アンケートの実施
など、子どもや保護者等が苦情を申し出しやすい工夫を期
待したい。

②
35　子どもが相談や意見を述べやすい
環境を整備し、子ども等に周知してい
る。

b

子どもたちには、「子どもの権利ノート」を利用して説明し、
保護者には口頭で説明している。相談は、生活空間では
なく、管理棟内の相談室や和室で対応している。保護者に
対して、相談対応について説明した文書の配付など、わか
りやすい工夫を期待したい。

③
36　子どもからの相談や意見に対し
て、組織的かつ迅速に対応している。

b

子どもたちには、「子どもの権利ノート」を利用して説明し、
保護者には口頭で説明している。相談は、生活空間では
なく、管理棟内の相談室や和室で対応している。保護者に
対して、相談対応について説明した文書の配付など、わか
りやすい工夫を期待したい。

（２）　養育・支援の実施に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

（４）　子どもが意見等を述べやすい体制が確保されている。



（５）　安心・安全な養育・支援の実施のための組織的な取組が行われている。

①
37　安心・安全な養育・支援の実施を
目的とするリスクマネジメント体制が
構築されている。

b

児童養護施設、保育所、児童館等の児童福祉部門の職員
が参加する危機管理委員会を設置し、事故防止に関する
マニュアルの作成やヒヤリハットを収集している。感染症に
ついての研修会を開催し、ヒヤリハットは、連絡会等で職
員に周知している。マニュアル等の見直しを不定期で実施
しているが、定期的な見直しを期待したい。

②
38　感染症の予防や発生時における子
どもの安全確保のための体制を整備
し、取組を行っている。

a

感染症対応マニュアルを作成しており、職員会等で職員に
周知している。毎日、各ホームで消毒薬を使用して清掃を
している。感染症対応マニュアルは、年１回、危機管理委
員会で見直しを行っている。

③
39　災害時における子どもの安全確保
のための取組を組織的に行っている。

b

毎月、避難訓練を行い、非常食を備蓄している。施設の地
域交流ホールを地域の避難場所として利用可能であるこ
とを地域の自治体に知らせており、災害協力体制について
協定文書を交わしている。大規模震災を想定し、災害伝言
ダイヤルの具体的な利用方法を、子どもたちや保護者に
周知するなど、より具体的な災害対策に取り組まれること
を期待したい。

２　養育・支援の質の確保
第三者
評価結果 コメント

①
40　養育・支援について標準的な実施
方法が文書化され養育・支援が実施さ
れている。

a

幼児期、学童期（小学生）、青年期（中学生・高校生）の対
象年齢ごとの支援内容を明文化し、全職員に配付し職員
会等で周知している。子どもの尊重、プライバシーの保護
や権利擁護に関わる姿勢は、「法人職員の勤務のあり方」
や「児童との接し方」で示しており、年度最初の職員会での
読み合わせや月ごとの学園会の中で協議している。

②
41　標準的な実施方法について見直し
をする仕組みが確立している。

a

毎年度末に、年間計画概要等の見直し箇所を職員全体で
検討し、修正している。自立支援計画は、年度ごとの修正
をしており、子どもからの要望等がある場合は、随時変更
している。

①
42　アセスメントにもとづく個別的な
自立支援計画を適切に策定している。

a

基幹的職員が中心になり自立支援計画を策定している。
子どもと面談し、子どもの意向を踏まえて、担当職員が検
討したものを、職員全体で中長期的な課題などを決定して
いる。障害を持つ子どもについては、法人内の障がい部門
の職員から助言を得ており、支援困難ケースは、担当のほ
かに個別対応職員や家庭支援職員、心理職員が策定に
関わっている。自立支援計画の内容について、記載すべき
内容を例示している。

②
43　定期的に自立支援計画の評価・見
直しを行っている。

b

自立支援計画は、毎年３月に次年度の計画を策定し、９月
に見直しを行っている。計画の変更点は、職員会議で周知
している。緊急に自立支援計画の変更が必要になった場
合は、専門職・主任・担当職員で検討して変更している。

（２）　適切なアセスメントにより自立支援計画が策定されている。

（１）　養育・支援の標準的な実施方法が確立している。



①
44　子どもに関する養育・支援の実施
状況の記録が適切に行われ、職員間で
共有化さている。

b

毎月、子どもの身長・体重測定を行い記録している。子ど
もの状況は、支援記録、個別記録、日誌等に記録し、毎日
の連絡会、月１回開催している学園会(施設全体の職員会
義)、ホーム会(ユニットごとの職員会議)等で、職員間の情
報を共有を図っている。「法人職員の勤務のあり方」の中
で、記録作成の留意事項を記載しているが、職員間で記
録内容や書き方に差異が生じないよう、記録要領の作成
等の取り組みを期待したい。

②
45　子どもに関する記録の管理体制が
確立している。

b

個人情報保護規程を整備し、記録の保存期間や記録管理
の責任者を定めている。職員に対しては、個人情報の取り
扱いについて周知を行っている。子どもや保護者には、入
所の際に説明している。個人情報の不適正な利用や漏え
いに対する対策と対応方法について、マニュアル等の整備
を期待したい。

  

内容評価基準（41項目）Ａ－１　子ども本位の養育・支援
（１）　子どもの尊重と最善の利益の考慮

第三者
評価結果 コメント

①

A1　社会的養護が子どもの最善の利益
を目指して行われることを職員が共通
して理解し、日々の養育・支援におい
て実践している。

a

子どもにとって最善の利益について、月１回開催している
施設全体の職員会で、個々のケースの見直しや方向性の
確認を行っている。毎日の連絡会では、子どもの状況や課
題などを話し合っている。主任が中心となって、各専門職
や職員に対してスーパービジョンを行い支援体制の振り返
りを行っている。子どもの特性や育ちを理解し、個々に応じ
た支援を心がけ、社会的なルールやマナーなどを伝えたり
経験できるよう支援している。

②

A2　子どもの発達段階に応じて、子ど
も自身の出生や生い立ち、家族の状況
について、子どもに適切に知らせてい
る。

a

出生や生い立ち、家族の状況について、子どもに伝える場
合は、伝え方や伝える時期、誰が伝えるかを検討してい
る。心理担当者からのライフストーリーワーク（子どもの自
叙伝づくりをサポートする方法）を並行して行っている。職
員間で共有し、事実を伝えた後の子どもの反応や内面的
な心の動きに対して、細かく配慮している。

①
A3　子どもに対し、権利について正し
く理解できるよう、わかりやすく説明
している。

a

年度末に園長から子どもに４月からの職員体制を説明して
いる。その際、自分に権利があるように他の人にも権利が
あることを具体例をあげて説明している。施設入所時に
は、心理担当職員が中心となって、子どもに対して、年齢
や発達段階に応じて、権利ノートの具体的な説明や施設で
の生活を分かりやすく説明している。職員に対しては、職
員会や外部講師を招聘する研修を開催し、県内外の外部
研修に参加している。日々の関わりの中で、喧嘩や自傷行
為をした場合等には心に傷を負い、なかなか修復出来な
いことを教えている。他児とのトラブルなどは時間をかけて
対応している。

①

A4　様々な生活体験や多くの人たちと
のふれあいを通して、他者への心づか
いや他者の立場に配慮する心が育まれ
るよう支援している。

a

日々の生活での個別対応、誕生日や衣類購入での個別
外出などで、職員と子どもが個別的にふれあう時間を確保
できるよう努めている。ユニットごとの行事は、子どもと一
緒に取り組む中で支援している。各ユニットに障害もつ子
どもがいるので、お互いに理解し合いながら生活していけ
るよう支援している。

（３）　養育・支援の実施の記録が適切に行われている。

（２）　権利についての説明

（３）　他者の尊重



①
A5　いかなる場合においても体罰や子
どもの人格を辱めるような行為を行わ
ないよう徹底している。

a

「就業規則」等に、体罰等の禁止を明記している。日々の
支援の中で虐待になる事案が発生しないよう毎月１回開
催している施設全体の職員会議で、施設内虐待防止を
テーマに協議している。不適切な関わりや虐待等が行わ
れた場合は、県子育て支援課、児童相談所に報告してい
る。

②
A6　子どもに対する不適切なかかわり
の防止と早期発見に取り組んでいる。

a

不適切なかかわりがあった場合は、虐待対応マニュアル
や就業規程等に基づいて対応している。日常的には、施
設の中で威圧的な態度を見逃さないよう対応し、全国養護
施設協議会のチェックリストによるチェックを年２回全職員
を対象に実施している。不適切な関わり方の防止について
の具体例としては、事件が発性した施設の話をしている。
トラブルがあった際には、職員の対応について、どうしてそ
のような対応をしたかを子どもが理解できるよう説明してい
る。家庭引き取りになった場合は、子どもに、いつでも施設
に相談できることを伝えている

③
A7　被措置児童等虐待の届出・通告に
対する対応を整備し、迅速かつ誠実に
対応している。

b

施設内虐待対応マニュアルを作成しており、相談窓口に
なっている児童相談所等相談窓口の電話番号は、各ユ
ニットの電話の横に貼っている。被措置児童等虐待が疑わ
れる事案が生じた時には、速やかに施設で検討すると共
に児童相談所等に報告して対応している。被措置児童等
虐待の届出・通告があった場合は、届出者・通告者が不利
益を受けないように対応しているが、仕組みとして整備さ
れていないので、仕組みを整備することを期待したい。

①
A8　子どもや保護者等の思想や信教の
自由を保障している。

b
朝食開始時に、職員が般若信教を勤行して、子どもは手を
合わせている。参加を子どもに強制していない。

①

A9　子どものそれまでの生活とのつな
がりを重視し、そこから分離されるこ
とに伴う不安を理解し受けとめ、不安
の解消を図っている。

a

入所予定の子どもには、児童相談所と連携して事前に施
設見学をしてもらい説明をしている。入所する子どもがいる
ことを事前に在園している子どもに伝え、こころよく受け入
れてもらえるよう理解を促し、相部屋になる場合は同室子
どもの人選に配慮している。入所時に保護者が同伴できる
場合と虐待の理由で同伴できない場合があるなど、入所
に至る様々な状況に配慮し、分離体験の寂しさを軽減して
いけるよう事前に児童相談所へ情報提供して、家族との通
信などケースに応じて対応するようにしている。分離体験
からの回復に関する課題は、自立支援計画を作成し、見
直しを行っている。入所前や入所時の支援内容は、文書
化している。

②

A10　職員と子どもが共生の意識を持
ち、子どもの意向を尊重しながら生活
全般について共に考え、生活改善に向
けて積極的に取り組んでいる。

a

毎月子どもと職員が話そう会で、生活における問題や課題
を話し合っている。自立支援計画は、年１回子どもと確認
をして立案して、６か月後に職員が見直している。話そう会
や日々の支援を元に、ユニットのルールを決めたり、変更
したりしており、食事時間について子どもと一緒に考えて、
朝食の時間を変更したことがある。

（５）　思想や信教の自由の保障

（６）　こどもの意向や主体性への配慮

（４）　被措置児童等虐待対応



①

A11　日々の暮らしや、余暇の過ごし
方など健全な生活のあり方について、
子ども自身が主体的に考え生活できる
よう支援している。

a

子どもの年齢や状況、社会の流れに応じていけるよう努め
ており、高校生は、小遣いの範囲内であれば、携帯電話を
所持できる。テレビのチャンネルや録画時間は、毎月子ど
もが話し合って決めている。新聞は３紙購読しており、毎朝
事務所に子どもが取りに来ている。外出や買い物等、子ど
もの意見を取り入れており、施設行事への参加は基本的
に自由としており、子どもの意見を取り入れた活動を検討
している。地域のスポーツ活動やイベントなど支援できる
限り参加できるよう努めている。

②
A12　子どもの発達段階に応じて、金
銭の管理や使い方など経済観念が身に
つくよう支援している。

b

毎月の小遣いは、年齢ごとに定額（小学生５年生以下、小
学生６年生、中学生、高校生）を手渡しており、中学生以下
の子どもは施設の鍵付き金庫で保管し、高校生は自己管
理している。児童手当等は、一人ひとりの子どもの通帳で
管理し、子どもの希望があれば使用することがある。年齢
に応じて、衣類の購入やスーパーでの買い物を経験して
いる。自立を控えた子どもには、アパートを借りた場合の
費用、光熱費等の費用が必要であることを説明をしている
が、一定の生活費の範囲で生活することを学ぶプログラム
の作成を期待したい。

①
A13　家庭復帰にあたって、子どもが
家庭で安定した生活が送ることができ
るよう復帰後の支援を行っている。

a

家庭復帰後の子どもの生活を検討し、家庭復帰の時期を
児童相談所に協議している。家庭復帰後の関わり方につ
いては、要保護児童対策協議会や児童相談所と協議して
いる。保護者には、家庭復帰後のアフターケアなど、退所
後も支援できることを伝え、退所後１年間は、家庭訪問をし
たり、電話連絡して子どもの状況を把握している。１年経過
後も、支援を継続するかどうかは、子どもと保護者の状況
により判断している。

②

A14　できる限り公平な社会へのス
タートが切れるように、措置継続や措
置延長を積極的に利用して継続して支
援している。

a

高校中退後、家庭復帰が見込まれないケースについて
は、本人の希望があれば自立に向けて一定期間継続して
支援している。高校卒業後、進学や就職した子どもについ
ては必要があり、本人が望めば措置を継続していく考えで
ある。

③

A15　子どもが安定した社会生活を送
ることができるようリービングケアと
退所後の支援に積極的に取り組んでい
る。

a

退所に向けての話し合い、退所後の相談窓口は、家庭支
援専門相談員が担当していることを説明している。退所後
のアフターケアは、児童相談所や要保護児童対策協議
会、社会福祉協議会等等の専門機関と連携して対応して
いる。ケース会議を開催することがある。就労先、アパート
等の居住先からの連絡や警察からのトラブル発生の連絡
に対しては、保護者がいる場合は保護者と協力して対応し
ている。退所者には、施設の行事の案内をし、電話で状況
確認を行っている。

（７）　主体性、自律性を尊重した日常生活

（８）　継続性とアフターケア



Ａ－２　養育・支援の質の確保

（１）　養育・支援の基本
第三者
評価結果 コメント

①
A16　子どもを理解し、子どもが表出
する感情や言動をしっかり受け止めて
いる。

b

入所時に子どもの情報を職員が共有して、支援の方向性
や子どもの理解に努めている。毎日の連絡会や月1回開
催している施設全体の職員会で子どもの気持ちを様々な
角度から読み取るよう意見を出し合っている。問題行動に
対しては、行動が起きる原因を考えている。アンケート等を
実施して、子ども達に職員への信頼が芽生えていることを
検証する取り組みを期待したい。

②
A17　基本的欲求の充足が、子どもと
共に日常生活を構築することを通して
なされるよう養育・支援している。

b

子どもの日常生活の様子、家庭との関係、学校生活の様
子、友人関係、生活での悩みは、月１回開催している施設
全体の職員会や毎日の連絡会で把握している。子どもの
基本的欲求が充足できるように、専門職員が担当職員を
フォローしている。高齢児の日課は、個々の生活時間の配
慮や生活スタイルを理解しながら支援している。事柄に応
じて担当職員が決定できるよう配慮している。衣類購入や
誕生日の外出時に担当職員が付き添うことによって、信頼
関係を構築できるようにしている。夜間は、就寝まで各ユ
ニットの見回り等を行っているが、3ユニットを2人で宿直す
る場合がある。

③
A18　子どもの力を信じて見守るとい
う姿勢を大切にし、子どもが自ら判断
し行動することを保障している。

b

子どもが自主的に行うことはできるだけ応援しているが、
何かしてもらえる経験を増やすことを重視している。職員
は、必要以上の指示や制止をしないようにしており、子ども
を見守りながら、発達段階に応じて、必要な声かけを行っ
ている。施設にいる間に失敗体験ができるようにフォローし
ながら支援をしている。集団生活のため、個人の思いを優
先できにくい面があるが、子どもが施設で生活していると
いうことをマイナスに感じてしまわないような配慮に努めて
いる。

④
A19　発達段階に応じた学びや遊びの
場を保障している。

a

施設内の保育は、月間目標をたてて支援している。子ども
たちの学びや遊びに関するニーズは、日常の支援の際や
月１回開催している話そう会で要望等を把握し、職員間で
共有している。各ユニットには、各年代向けの図書や玩具
があり、自由に閲覧や使用できる。学校との連絡会や日々
の連携で情報交換を行っている。子どものニーズに応えら
れない場合、例を出して工夫して話をしている。学習ボラン
ティアによる学習指導を活用している。子どもは隣接する
児童館の図書や設備も活用し、地域の子どもたちと一緒に
遊んでいる。

⑤

A20　秩序ある生活を通して、基本的
生活習慣を確立するとともに、社会常
識及び社会規範、様々な生活技術が習
得できるよう養育・支援している。

b

日常の生活感を大切に考え、できる限り穏やかな声かけ
をし、笑顔でのあいさつや子どもの登下校時の玄関での見
送りや出迎えなど、日常のあたりまえの生活が提供できる
よう努めている。職員が間違っていた時には、子どもに誠
意をもって謝罪し、施設生活・社会生活の規範等守るべき
ルールなどは、その都度伝えるようにしている。問題が
あった場合には話をしている。地域行事や地域の子ども会
等への参加を通じて、社会的ルールを学習できるよう支援
している。



①
A21　食事は、団らんの場でもあり、
おいしく楽しみながら食事ができるよ
う工夫している。

a

食事時間は、目安として設定しているが、食事の開始時刻
はその日のホームの状況に応じて変更しており、一人ひと
りのペースで食事をしている。食堂は毎日清掃しており、
明るい雰囲気で、職員と子どもが会話を楽しみながら食事
をしている。電子レンジや冷蔵庫がユニットごとに備えられ
ているので、高校生などの帰園の遅い子どもも温かいもの
は温かく、冷たいものは冷たい料理として、食事することが
できる。行事や外食、ホテルでの食事も行っている。

②
A22　子どもの嗜好や健康状態に配慮
した食事を提供している。

a

栄養士が、栄養摂取量を満たした献立を立てている。年１
回、食事についての嗜好調査を行って、子どもの希望を献
立に反映させている。アレルギーのある子どもの食事やお
やつは、代替食を提供し、病気になった子どもの食事も配
慮している。月１回開催している職員会で、食事に関する
話し合いを行っている。

③
A23　子どもの発達段階に応じて食習
慣を身につけることができるよう食育
を推進している。

b

献立表をユニット内に掲示し、食堂にメニューを表示してい
る。栄養士が季節の食材がいつ収穫できるかや正月のお
せち料理、七草等について説明をしている。偏食には、食
材の形を変えて提供し、できる限り偏りのない食べ方する
よう支援している。司厨士会からホテルでの食事の招待が
あり、テーブルマナーを学ぶ機会がある。調理実習やおや
つ作りを行っている。食後の後片づけなどは、子どもが自
主的に行えるよう支援しており、難しい子は職員と一緒に
できることを行っている。

①

A24　衣類が十分に確保され、子ども
が衣習慣を習得し、衣服を通じて適切
に自己表現できるように支援してい
る。

a

年２回程度、季節ごとに衣類の入れ替えや購入を子どもと
一緒に行っている。靴も同様に必要な数を準備しており、
汚れや水濡れに対応している。職員と一緒に夏服と冬服
の入れ替えをし、季節に合わせた服装を選べるようにして
いる。洗濯は、小学生以下は職員が行い、中・高校生は子
どもが行っているが、洗濯ができにくい子どもは職員が
行っている。アイロンかけは子どもが行ったり、職員がユ
ニットで行っている。補修は職員が見つけ次第行ってい
る。衣服は、小学生は子どもと職員で購入に行き、中学
生・高校生は自分で購入している。低年齢児は、職員が対
応している。

①
A25　居室等施設全体がきれいに整美
されている。

b

定期的に園庭の清掃等を行っており、樹木の剪定を年２回
庭師に依頼している。各ユニットの玄関に花が飾られてお
り、居室は子どもの好みで飾られている。食堂やリビング
などの共有スペースの掃除は行き届いている。幼児用のト
イレや洗面所がある。食堂や共有スペース、居室には、暖
房機器がある。小学生は共有スペースに暖房がある。中・
高校生はこたつを使用している。居室内の整理整頓は、必
要に応じて行っている。

②
A26　子ども一人ひとりの居場所が確
保され、安全、安心を感じる場所とな
るようにしている。

b

小規模グループでの養育を行っているが、中学生も２人部
屋になっている中で、お互いの関係性に配慮している。年
少児の部屋は、子どもの状況に応じて部屋割りを変更して
いる。

（３）　衣生活

（４）　住生活

（２）　食生活



①
A27　発達段階に応じ、身体の健康
（清潔、病気、事故等）について自己
管理ができるよう支援している。

b

子どもの起床時に、健康状態を観察して支援しており、幼
児は毎日排便チェックをしている。感染予防のために手洗
いやうがいを励行している。小学生以下は、同性職員が一
緒に入浴をしている。洗面、整容は、発達段階に応じて支
援しており、小学生以下は爪切り、耳掃除など職員が行っ
ている。理美容は、地域の理美容店を利用している。天気
のよい日に寝具を干しているが、夜尿のある子どもには、
他の子どもにわからないよう配慮している。施設内の危険
個所として非常階段の利用時の支援や調理実習での包丁
の取り扱いを支援し、通学路の危険箇所を把握して職員
が登下校時に引率したリ、自転車による交通ルールの指
導を行っている。子どもの発達段階に応じて、睡眠、食事
摂取量、生理等の状況把握の検討を期待したい。

②

A28　医療機関と連携して一人ひとり
の子どもに対する心身の健康を管理す
るとともに、必要がある場合は適切に
対応している。

b

毎月、身長と体重を測定し、年２回健康診断を実施してい
る。緊急時には嘱託医の受診やアドバイスを受けられる体
制になっており、てんかん発作など、緊急を要する子ども
への対応についても、医療機関と連携体制がある。通院
や服薬については、健康台帳に記録している。毎年職員
は救急法やＡＥＤの取り扱いの研修を行っているが、医療
や健康に関して学習する機会を設けることを期待したい。

①

A29　子どもの年齢・発達段階に応じ
て、他者の性を尊重する心を育てるよ
う、性についての正しい知識を得る機
会を設けている。

b

性的課題のある子どもには、心理担当職員が定期的に面
接をしている。年齢に応じた関わりができるように同性職
員が子どもからの相談に対応している。いのちの教育の一
環として性教育があることを理解し、年齢、発達段階に応
じたカリキュラムを作成して支援することを期待したい。

①
A30　でき得る限り他児との共有の物
をなくし、個人所有とするようにして
いる。

b

居室に衣類棚や整理棚を整備しており、個々の持ち物に
は名前を付けている。文字が読めない子どもの物や同じも
のが多いランドセルなどは、マークで印をつけている。職員
と一緒に片付けを行っている。個人所有の物は、自分で購
入したり、好みを尋ねて購入している。日用品などで個人
所有にふさわしいものを検討することを期待したい。

②
A31　成長の記録（アルバム等）が整
理され、成長の過程を振り返ることが
できるようにしている。

a

可能な限り、子どもの担当職員が子どもと一緒にアルバム
を整理している。成長の過程をアルバムを見ながら振り返
りを行っている。アルバムは、ホームに置いてあり、子ども
が希望すれば何時でも見られる。退園時に子どもにアル
バムを手渡している。

（６）　性に関する教育

（５）　健康と安全

（７）　自己領域の確保



①
A32　子どもの暴力・不適応行動など
の行動上の問題に対して、適切に対応
している。

a

施設が子どもにとっての居場所であることを伝え、トラブル
があった子ども同士の関わりに配慮している。日常生活に
中で、できる限り子どものストレスを軽減できるように、職
員が一緒に課題に取り組めるように努めている。職員に
は、行動上の問題に対して適切な援助技術を習得できる
ように研修を行っている。暴力を受けた職員には、一旦
ホームから離れ、時間をかけて子どもとの関係を修復して
いる。児童相談所や関係機関と連携して問題解決に向け
て努めている。

②
A33　施設内の子ども間の暴力、いじ
め、差別などが生じないよう施設全体
で取り組んでいる。

b

子どもには、権利ノートに記載されている内容から、自分も
大切、相手も大切なことを日常生活の中で話している。生
活グループであるユニットの構成は、年度末に話し合って
考えている。必要があれば年度の途中でもホームを変更し
ている。課題をもった子どもや入所間もない子どもには、児
童相談所と話し合って個別支援を行っている。いじめや暴
力があった場合は、職員全体で役割分担した体制で対応
している。施設内の構造、職員の配置、勤務形態のあり方
について検討を期待したい。

③

A34　虐待を受けた子ども等、保護者
等からの強引な引取りの可能性がある
場合、子どもの安全が確保されるよう
努めている。

a

強引な引き取りをする保護者には、警察と連携して対応で
きるようにしている。強引な引き取りへの対応は、職員に
周知徹底している。引き取りの可否については、保護者が
納得いくまで話し合っている。強引な引き取りが考えられる
場合は、他の子どもに影響がないよう管理棟で対応してい
る。

①
A35　心理的ケアが必要な子どもに対
して心理的な支援を行っている。

a

臨床心理士を配置しており、心理的な支援を必要とする子
どもについては、臨床心理士が自立支援計画に必要な支
援を計画している。心理的支援の必要性は、ケース会等で
検討し、児童相談所の職員の協力を得て、心理支援を専
門に行う部屋で支援している。児童相談所の心理事例検
討会や処遇困難事例検討会に職員が参加している。児童
相談所の心理職員や専門相談などで助言を得ており、児
童相談所のケースワーカーと連携して保護者へ必要に応
じて助言している。

①
A36　学習環境の整備を行い、学力等
に応じた学習支援を行っている。

a

個室や学習室等、学習に集中できる環境を整えている。学
校とは定期的な連絡会、連絡帳や電話連絡を行って、学
習状況、忘れ物や宿題の未提出を把握している。学習支
援員を配置して、個別の学習支援や学力に応じた参考書
を選定する支援を行っている。障害を持つ子どもには、特
別支援学級、特別支援学校への通学を支援している。

②
A37　「最善の利益」にかなった進路
の自己決定ができるよう支援してい
る。

a

担当職員を中心に、子どもや関係者が話し合い、本人が
納得できる進路選択になるよう努めている。奨学金等の経
済的な支援の仕組みの情報を提供している。高校卒業後
に進学を希望する子どもには、必要に応じて個別に話し
合って支援していく考えである。高校中退後、就労できるま
で時間をかけて子どもに寄り添い、自立に向けて支援した
事例がある。

③
A38　職場実習や職場体験、アルバイ
ト等の機会を通して、社会経験の拡大
に取り組んでいる。

b

高校生の職場実習の場合は、ハローワークを通じて、実習
先を決めている。施設では、子どもに職業のアンケートを
取り、関係機関の協力を得て、ブライダル、エステ、ホテル
の社長による出前講座を開講した。学校での社会体験授
業、子ども自身のアルバイト体験を通じて、社会のルール
を体験したり、金銭管理などを考えることができるよう支援
しており、高校生のアルバイトは積極的に勧めている。各
種の資格取得を支援する取り組みなどを期待したい。

（９）　心理的ケア

（１０）　学習・進学支援、進路支援等

（８）　行動上の問題及び問題状況への対応



①
A39　施設は家族との信頼関係づくり
に取り組み、家族からの相談に応じる
体制を確立している。

a

家庭支援専門相談員や担当職員が中心になって、家族に
子どもの状態を伝えている。家庭支援専門相談員の役割
は、施設の概要を説明して、家族からの相談に対応してい
る。面会、外出、一時帰宅等が可能な子どもには可能な限
り勧めている。外出、一時帰宅後の子どもの様子や会話
から状況把握に努めている。家庭支援専門相談員が毎
月、保護者に行事予定表を送付している。

①
A40　親子関係の再構築等のために家
族への支援に積極的に取り組んでい
る。

b

毎月のケース会等で、家庭復帰に向けケースに応じて最
善の方法と対応を検討している。児童相談所や地域の関
係機関と連携を図り、必要な支援が行えるようにしている。
親子関係の再構築のために、家族療法事業の実施等、家
族関係の継続、修復、養育力の向上につながる取り組み
を期待したい。

①
A41　スーパービジョンの体制を確立
し、職員の専門性や施設の組織力の向
上に取り組んでいる。

b

毎日の引継や職員会等で子どもの取り組みや関わり方に
ついて、情報交換して支援内容の方向性を確認しており、
課題の多いケースを持つ職員にアドバイスしている。基幹
的職員を配置して、各専門職と連携して担当職員への支
援を行っており、基幹的職員は、必要な研修に参加してい
る。

（１３）　スーパービジョン体制

（１２）　親子関係の再構築支援

（１１）　施設と家族との信頼関係づくり


